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概要 

LB11851FAは、マイコンからの回転信号を、外付けMOS-TRにインタフェースするICである。少ない外

付け部品でマイコンファンを構成できる。温度、外部信号に対応して、高精度、大風量を必要とす

るサーバ、パソコンのマイコンファンモータ駆動に最適である。 
 

特長 

・ファンモータ用インタフェースドライバ(FGIN) 

⇒ 本 IC はマイコンからの信号を受け、外付け Power-TR(PMOS-NMOS)にインタフェースすること

により、単相全波駆動を高効率、低消費の駆動が可能である。 

・可変速入力端子(PWMIN) 

⇒ PMOS 側 PWM 制御方式。 

Slow-Decay による NMOS 側電流回生をおこない、静音性の高い速度制御が可能である。 

・キックバック吸収回路内蔵(OUT1P/2P) 

⇒ 相切り換え時、電源 ON-OFF 時に発生するキックバックを吸収し、スムーズな電流回生を行い、

外付け TR の破壊、劣化を保護する。 

・電流リミッタ回路内蔵(SENSE) 

⇒ 起動時、ロック保護時にチョッパ方式の電流制限をする。 

電流検出電圧は 0.2V 内部固定である。 

・マイコン用電源内蔵(5VREG) 
 
絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

VCC最大電源電圧 VCC max  18 V 

OUTN端子最大出力電流 IOUTN max  20 mA 

OUTP端子最大出力電流 IOUTP max  20 mA 

OUT端子出力耐圧 VOUT max  18 V 

5VREG最大出力電流 I5VREG max  20 mA 

許容損失 Pd max 指定基板付 ※1 400 mW 

動作周囲温度 Topr ※2 －40～＋90 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

※1 指定基板:20.0mm×10.0mm×0.8mm,紙フェノール基板 

※2 Tj max=150℃を越えないこと 

注 1)絶対最大定格は、一瞬でも超えてはならない許容値を示すものである。 

注 2)絶対最大定格の範囲内で使用した場合でも、高温及び大電流/高電圧印加、多大な温度変化等で連続して使用

される場合、信頼性が低下するおそれがある。詳細については、弊社窓口までご相談ください。 

 

 

 

 

モノリシックデジタル集積回路 

マイコンファンモータ用 
インタフェースドライバ 

注文コード No.NA2092 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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推奨動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit

VCC電源電圧 VCC  6～16 V 

PWM入力レベルH電圧範囲 VPWMINH  2.1～5.0 V 

PWM入力レベルL電圧範囲 VPWMINL  0～0.4 V 

FGIN入力レベルH電圧範囲 VFGINH  2.1～5.0 V 

FGIN入力レベルL電圧範囲 VFGINL  0～0.3 V 

SENSE入力電圧範囲 VSENop  0～5.0 V 

 

電気的特性/Ta=25℃,VCC=12V 

項目 記号 条件 min typ max unit

回路電流 ICC1 無負荷時 3.5 5 6.5 mA 

5VREG電圧 5VREG 5VREG=10mA 4.8 5 5.2 V 

SENSE検出電圧 VSENth  0.15 0.19 0.23 V 

FGINレベルH入力電流 FGIhi VIN=3V 60 80 100 μA 

FGINレベルL入力電流 FGIlow VIN=0V －27 －21 －15 μA 

PWMINレベルH電流 PWMIhi VIN=3V 35 45 55 μA 

PWMINレベルL電流 PWMIlow VIN=0V －27 －21 －14 μA 

IO=10mA ※2 10 11 11.9 V OUT1,2P出力Ｈ電圧 VO12PH 

IO=1mA ※2 11 11.3  V 

IO=10mA ※2 3 4 5 V OUT1,2P出力L電圧 VO12PL 

IO=1mA ※2 1.2 1.5 V 

IO=10mA ※1 9 10 11.9 V OUT1,2N出力H電圧 VO12NH 

IO=1mA ※1 10.8 11.1  V 

IO=10mA ※1 0.1 1 2 V OUT1,2N出力L電圧 VO12NL 

IO=1mA ※1 0.7 1 V 

※1:ゲート保護抵抗 100Ω内蔵  ※2:ゲート保護抵抗 300Ω内蔵 
 

真理値表 

FGIN PWMIN SENSE OUT1P OUT1N OUT2P OUT2N モード 

L L L H H OUT1→2駆動 

H 

L L 

H H L L OUT2→1駆動 

L H L H H 

H 

H L 

H H H L 

回生モード 

(下側回生) 

L H L H H 

H 

L H 

H H H L 

電流リミッタ 

(下側回生) 

注1)SENSE=“H”は、0.2V以上 

注2)マイコンリセット時(出力ハイインピーダンス時)は、回生モード(モータ駆動無し) 
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外形図       ピン配置図 

unit:mm (typ) 
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ブロック図 
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応用回路例(12V) 
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1．電源(VCC,VM)－GND 

逆接続破壊防止DIにより、制御IC側(VCCライン)とモータ出力側(VMライン)に配線を分ける。VMラ

インに、PWM駆動や、キックバック発生時のライン発振防止用に、コンデンサ1μFを使用する。VCC
ラインにも、電源ラインの安定化のために、コンデンサ1μFを使用する。 

 

2．PWMIN 

マイコンからのオープンドレインの出力信号を受け、PMOS(OUT1P,OUT2P)出力をON-OFF制御する。

IC内部は、5VREGより、定電流バイアスされている。 

 

3．FGIN 

マイコンのCMOS出力を受け、駆動相出力(OUT1P,OUT2P,OUT1N,OUT2N)を決定する。 

 

4．5VREG 

マイコン、ホール素子等の電源。出力安定化のために、コンデンサ1μFを使用する。 
出力電流20mAの能力を持つ。 

 

5．SENSE 

センシング抵抗で電流検出を行う。SENSE電圧端子が0.2V以上の場合、PMOSをOFFさせて、下側回生

を行う。 

 

※<OUT1,2P 出力 H 電圧/OUT1,2N 出力 L 電圧> 

応用回路例のように FET を外付けした場合、OUT1,2 の出力 L電圧は内部のプルダウン抵抗(20kΩ)に

より GND に張り付き、FET を ON することはない。 

Pch 側も同様で、OUT1,2 の出力 H電圧は内部のプルアップ抵抗(20kΩ)により VCC に張り付く。 
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